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1．「 21 世紀における日本語教育センターの役割 ― 多文化共生社会の実現を目指して ― 」
『日本語・日本語教育』第 3 号、立教大学日本語教育センター、2020 年
2．「『特別』な支援からの脱却を」、『 IDE　現代の高等教育』2019 年 10 月号、18－21 頁
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1．「性別でなく自分らしく」2019 年宇都宮市女性団体連絡協議会大会、於宇都宮市役所、
2020 年 2 月 15 日（基調講演）
研究助成






学経験者 D の場合 ― 」（小澤伊久美との共同執筆）『日本語・日本語教育』第 3 号、立
教大学日本語教育センター、2020 年
2．「短期日本語プログラムの授業実践と展望 ― 「成果発表」の指導における課題と改善へ














2．「日本語学習者 X が日本に住み続けることを促進・抑制する記号　 ― X の「深い経験づ
け」としての留学経験の分析から ― 」（小澤伊久美との共同ポスター発表）質的心理学
会　第 16 回全国大会、於明治学院大学、2019 年 9 月 21 日
3．「評価的思考を生かしたプログラム運営 ― 内部評価者育成の重要性」（小澤伊久美との
共同発表）沖縄日本語教育研究会第 17 回大会、於琉球大学国際教育センター、2020 年 2
月 29 日
講演
1．「 Can－do	statements を活用した教材開発と教師教育」2019 年全国日语骨干教师论坛、
於華東師範大学、2019 年 10 月 19 日（招待講演）
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2019 年 7 月 13 日（小澤伊久美と共同で講師）
研究助成
1．2016 . 4 ～現在	科学研究費助成金（基盤研究（ C ））「「移動して学ぶ」時代の日本語教育
― 留学体験の意味づけの変容・維持過程の分析から」（研究代表者）（課題番号：
16K02824 ）






執筆）、『日本語プロフィシェンシー研究』、7 号、50－71、2019 年 6 月、日本語プロフィ
シェンシー研究学会（査読有）
2．「日本語メール文に見られる伝聞表現 ― 相手からの情報を前提情報とする場合 ― 」（金
蘭美・金玄珠との共同執筆）、『日語日文学』84 輯、23－38、2019 年 11 月、大韓日語日学
学会（ KCI ／韓国研究財団塔載誌、査読有）
3．「短期日本語プログラムの授業実践と展望 ― 「成果発表」の指導における課題と改善へ











2．「日本語学習者における「テシマウ」の使用の特徴：YNU コーパス、及び 8 つのメール
タスクデータを用いて」（金蘭美・曹娜との共同発表）、口頭発表、第 1 回国際日本語プ
ロフィシェンシー研究シンポジウム、於大連外国語大学、11 月 2 日
3．「初中級学習者が「聞き手参加型聴解」を行うために ― 生の雑談分析に基づいて ― 」（山
森理恵・奥野由紀子との共同発表）、口頭発表、第 1 回国際日本語プロフィシェンシー研
究シンポジウム、於大連外国語大学、11 月 2 日
4．「日本語インタビューテストにおけるターン受取後の「考えている」表現の分析 ― 学習
者のレベル別差異とその特徴 ― 」（西部由佳・岩佐詩子・坂井菜緒・萩原孝恵・奥村圭
子との共同発表）、口頭発表、日本語教育学会 2019 年度第 5 回支部集会、於関西大学千
里山キャンパス、3 月 14 日（発表予定）
その他
1．交流ひろば出展「短期日本語プログラムにおけるプレゼンテーションの指導 ― 限りの
ある時間を利用した指導方法とは ― 」（藤田恵との共同発表）、2019 年度日本語教育学
会秋季大会、於くにびきメッセ、2019 年 11 月 23 日
研究助成









本語・日本語教育』第 3 号、立教大学日本語教育センター、2020 年
その他
1．交流ひろば出展「短期日本語プログラムにおけるプレゼンテーションの指導 ― 限りの
ある時間を利用した指導方法とは ― 」（金庭久美子との共同発表）、2019 年度日本語教
育学会秋季大会、於くにびきメッセ、2019 年 11 月 23 日
研究助成








のサイクル ― 」『日本語・日本語教育』第 3 号、立教大学日本語教育センター、2020
年
研究助成
1．2019 . 4 ～現在　科学研究費助成金（基盤研究（ B ））「日本語ライティングにおけるナラ








研究会、於九州大学西新プラザ、2019 年 9 月 1 日
2．「修復シークエンスにおいてトラブルソースを常識的知識として扱うことの分析 ― 日本
人学生と留学生によるグループディスカッションデータを対象として ― 」第 44 回社会
言語科学会研究大会、於同志社大学今出川キャンパス、2020 年 3 月 6 日
研究助成
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①原稿本体（ A4 判）1 部


















（ 2 ）	要旨（日本語 400 字以内。要旨末尾に括弧書きで文字数を記載のこと。）	











（ 2 ）	実践報告 :	
　教育現場における実践の内容、効果等が具体的、かつ明示的に述べられているもの。
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